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「情報」、 
「データ」が 
研究・開発でもビジネス 
でも 
主役の時代へ！



４つの歴史的背景 

Ò グローバル化と大競争時代 
l 研究・開発とイノベーションが死命を制す 

Ò サイエンス／ソーシャル／ビジネスソリ 
ューションの複雑・多元化 
l 固定価値の解明から変化過程の解明・制御 

へ 

Ò 研究方法論のパラダイムシフト 
l 計算サイエンス 

l E-サイエンス 

Ò 共有・仮想化の進展



歴史的背景がつきつける 
データ中心科学の新たな課題 

１．データ中心価値創生 

２．情報爆発と実世界・社会型データ 

３．分野・機関等を超えた知の統合



科学技術の分野では、もう→パラダイムシフトが！ 
・Experimental Science 
・Theoretical Science 
・Computational Science 

第４の方法論として、 

・Data-Centric Science 

Data-Centric Social Solution 

Data-Centric Business



SINETがノーベル賞受賞に大きな貢献 

２００８年ノーベル物理学賞の受賞対象となった小林・益川理論の検証を目 
的とした 
Belle実験において、学術情報ネットワーク（SINET） * が大きな役割を果たし 
ました。 

KEK筑波実験室 
Belle測定器 

大阪大学 
理学部 

名古屋大学 
理学部 

東京大学 
理学部 

東京工業大学 
理学部 

東北大学 
理学部 

学術情報ネットワーク（SINET） 
10Gbps～40Gbps 

400GB～1TB/日 

400GB～1TB/日 

Bファクトリ実験関連サイト 
http://www-acc.kek.jp/kekb/ 

SINET関連サイト 
http://www.sinet.ad.jp/ 

＊SINETは、全国の大学等の教育研究活動及び 
先端的学術研究を支える学術ネットワークです。 

小林・益川理論が検証された当時は、SINET/ 
スーパーSINETと呼ばれていました。 400GB～1TB/日 

のデータが発生 

膨大な実験データを各大学に 
おいてリアルタイムに並行解析 
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1. センサネットワーク 
2. 映像認識 
3. データマイニング 

非Webでの価値創成の基本技術



分野等を超えた知の統合へ 

連携がポイント



Global Earth Observation System of Systems 
（GEOSS）
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SINETの活用例 ２ 

気象庁・防災科研 東大地震研 

SINET3 広域L2網 

(JDXnet) 

九州大学 

名大 

東北大 

京大防災研 

鹿児島大 

高知大 

弘前大 

北大 

広島大学 

海洋研究開発機構 

長崎大学 

震研和歌山 
震研広島 

金沢大 

地震データ集配信装置 

構内専用光／VLAN 

NTTフレッツグループ 

JDXnet JDXnet 

提供： 東京大学地震研究所 

u次世代全国地震データ流通基盤システム 
地震観測波形データを全国大学等にリアルタイムで配信。SINET3の広域L2網（VPLS） 
を利用。



分野を超えたデータ中心 
科学の推進基盤


